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便秘について 

 便秘で悩んでいる方は非常にたくさんい

ると思います。便秘は痔を悪化させますし、

逆に肛門疾患により便秘になることもあり

ます。   

しかし、多くの方はばくぜんと便秘薬を飲

んで、なかなか効果があがらずに苦しんで

いるのではないでしょうか。 

 便秘と一口で言っても、その内容はさま

ざまで、排便回数が少ないことから、便を

うまく排出できない、すっきり出ない、便

が残った感じがするなどの症状も便秘と表

現されます。したがって便秘の病態を正確

に知ることが治療をする上で重要になって

きます。 

 最近起こってきた便秘ならば、便秘と前

後して服用し始めた薬の影響を考えて下さ

い。大腸のポリープや癌も考えなくてはな

りません。そのためには大腸のカメラやバ

リウムの検査が必要になってきます。  

 慢性の便秘ならば、生活習慣や食事の影

響が考えられます。毎朝、食事の後に排便

をする習慣をつけたり、繊維質を含むもの

を多く取るようにして下さい。 

 その他に肛門の機能異常によって起こる

便秘があることが最近の欧米の研究でわか

ってきました。この場合は便がすっきり出

なかったり、便が残った感じを訴えるひと

が多いようです。しかし、今まで日本では

このことについてまったく触れられていま

せん。病態としては肛門括約筋の動きの異

常や、直腸と周囲臓器との隔壁の異常など

のことがあります。 

  

 

 

当クリニックでは石川県で初めて、この

ような便秘の診断を行うために、種々の検

査器械を導入しました。大腸の蠕動運動を

調べる検査法では、これまでは数日間にわ

たって何回かの X 線撮影が必要でした。ア

メリカから直接輸入した X 線不透過マーカ

ーを使用することにより一回だけの撮影で

済むようにしました。排便状態をリアルタ

イムに知るための注腸排便造影の装置も導

入しました。さらに肛門内圧を測定するた

めの最新の内圧測定用のプローブも導入し

ました。これらの装置を用いて、便秘や排

便障害の診断を正確にできるようになりま

した。新たに導入した器械を用いて正しい

診断をし、適切な治療法が選択されれば、

症状の改善が得られるものと思います。 

 薬を長年飲んでいるが効果のない

便秘でお困りの方は是非一度ご相談

ください。 

 

 


